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資

料

〈
〉
本
号
で
辻
森
氏
が
『
朝
日
古
典
全
集
』
の
橘
曙

覧
集
(
土
岐
本
)
中
の
の
脱
落
を
指
摘
し
て
い
る
が
、

土
岐
本
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
が
多
い
。

た
と
え
ば
第
三
五
番
の
歌
の
こ
と
は
書
き
は
「
母
の

三
十
七
年
忌
に
」
で
あ
る
の
に
、
土
岐
本
で
は
「
母

の
三
十
七
年
」
と
し
か
書
い
て
な
い
。

。
(
問
)
朝
倉
義
景
の
長
子
の
名
は
阿
君
丸
な
の

で
し
ょ
う
か
、
阿
若
丸
な
の
で
し
ょ
う
か
。
(
答
)

『
朝
倉
始
末
記
』
の
原
本
と
も
い
う
べ
き
『
朝
倉
家

譜
』
(
富
山
県
立
図
書
館
蔵
)
に
は
阿
若
丸
と
あ
り
、

『
越
前
国
名
蹟
考
』
(
松
平
本
)
中
の
系
図
に
も
阿
若

丸
と
あ
る
。
ま
た
『
西
福
寺
誌
稿
附
録
』
に
は
阿
若

と
記
し
て
ク
マ
ワ
カ
と
か
な
が
振
っ
て
あ
る
。
阿
若

が
正
し
い
の
で
し
ょ
う
。

(
杉
原
丈
夫
)

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




